
年間授業計画　様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第2 学年 3 組～ 4 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

商業 ソフトウェア活用 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

企業活動におけるソフトウェアの活用について
実務に即して体系的・系統的に理解するととも
に，関連する技術を身に付けている。

　企業活動におけるソフトウェアの活用に関す
る課題を発見し，ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に解決しようとし
ている。

商業

ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

ソフトウェア活用

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

A 企業活動とソフトウェア活用
【知識及び技能】
　企業活動において、どのような目
的でソフトウェアが活用されている
のか理解するとともに、その技術の
仕組みを習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ソフトウェアを活用することで、
企業活動にどのような変化をもたら
すことができるかを思考するととも
に、課題を発見できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ソフトウェアの活用方法につい
て、積極的に考える取組ができる。

１章　企業活動とソフトウェア活
用
　１節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの活用
１章　企業活動とソフトウェア活
用
　１節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの活用
　２節　ビジネスにおけるソフト
ウェアの進化

・教材

【知識・技能】
　企業活動において、どのような目的でソフ
トウェアが活用されているのか理解できたと
ともに、その技術の仕組みも習得することが
できた。
【思考・判断・表現】
　ソフトウェアを活用することで、企業活動
にどのような変化をもたらすことができるか
を思考でき、課題も発見できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ソフトウェアの活用方法について、積極的
に考える取組ができる。

○ ○ ○ 10

B 情報通信ネットワークの活用
【知識及び技能】
　ネットワークの導入や運用につい
て理解するとともに、管理や保護の
仕組みを習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
　情報資産の保護に関して、必要性
やリスク、情報流失による影響を思
考し、適切な対応や解決策を提示で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　ネットワークや情報資産の保護に
ついて、積極的に考える取り組みが
できる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

C 表計算ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　表計算ソフトウェアを利用した集
計や分析、自動化などの活用方法を
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向け、適切やデータ
処理やリサーチを選択し、解決に向
けた一連の流れを説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

○ 20

定期考査 ○

10

○ 20

1

1

大田桜台

３章　表計算ソフトウェアの活用
　１節　表計算ソフトウェアを用
いた情報の集計と分析
　２節　表計算ソフトウェアを用
いたオペレーションズ・リサーチ
　３節　手続きの自動化

・教材

【知識・技能】
　表計算ソフトウェアを利用した集計や分
析、自動化などの活用方法を司会できた。
【思考・判断・表現】
　課題の解決に向け、適切やデータ処理やリ
サーチを選択することができ、解決に向けた
一連の流れを説明することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○

定期考査 ○ ○

２章　情報通信ネットワークの活
用
　１節　情報通信ネットワークの
導入と運用
　２節　情報資産の保護

・教材

【知識・技能】
　ネットワークの導入や運用について理解で
き、管理や保護の仕組みも習得できた。
【思考・判断・表現】
　情報資産の保護に関して、必要性やリス
ク、情報流失による影響を思考したうえで、
適切な対応や解決策を提示することができ
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ネットワークや情報資産の保護について、
積極的に考える取り組みができた。

○

○ ○

商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付るようにする。

　企業活動を改善する力の向上を目指して自ら
学び，企業活動におけるソフトウェアの活用に
主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

商業 ソフトウェア活用

工藤　大観

２
学
期

○

ソフトウェア活用(実教出版 商業736)・全商情報処理検定模擬問題集ビジネス情報１級(実教出版)

D データベースソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　データベースソフトを利用して、
フォームやレポートの作成ができる
とともに、自動化や構造の仕組みを
理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向けて必要となる、
データベースの構造やリレーション
シップ、正規化などを自ら考えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

４章　データベースソフトウェア
の活用
　１節　ビジネスとデータベース
　２節　データベースの作成と操
作
　３節　手続きの自動化
　４節　データベースの構造

【知識及び技能】
　データベースソフトを利用して、フォーム
やレポートの作成ができ、自動化や構造の仕
組みを理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題の解決に向けて必要となる、データ
ベースの構造やリレーションシップ、正規化
などを自ら考えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○

定期考査 ○ ○

○



○ 20

E データベースソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　SQLの操作が理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に合ったSQLを選択し、適切
なデータ処理ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

４章　データベースソフトウェア
の活用
　５節　SQLの操作

【知識及び技能】
　SQLの操作が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　目的に合ったSQLを選択し、適切なデータ処
理ができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○ ○ 8

○ 12

定期考査

1

合計

105

○ ○

３
学
期

G 業務処理用ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　システム開発の流れを理解し、表
計算ソフトウェアやデータベースソ
フトウェアを利用したシステム開発
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、アルゴリズムを
考え、流れ図を用いて一連の処理を
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

６章　情報システムの開発
　１節　システム開発の基礎
　２節　アルゴリズムの基礎
　３節　情報システムの開発演習

【知識及び技能】
　システム開発の流れを理解したうえで、、
表計算ソフトウェアやデータベースソフト
ウェアを利用したシステム開発ができた。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、アルゴリズムを考たうえ
で、流れ図を用いて一連の処理を表現でき
た。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができた。

○ ○

定期考査

２
学
期

○ ○ 1

F 業務処理用ソフトウェアの活用
【知識及び技能】
　グループウェアや業務処理用ソフ
トウェアの概要を理解し、活用する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、グループウェア
や業務処理用ソフトウェアを導入す
るメリットやデメリットを考え、汎
用ソフトウェアとの比較をすること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考え
る取り組みができる。

５章　業務処理用ソフトウェアの
活用
　１節　グループウェアの活用
　２節　販売管理ソフトウェアの
活用
　３節　給与計算ソフトウェアの
活用

【知識及び技能】
　グループウェアや業務処理用ソフトウェア
の概要を理解し、活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題解決に向て、グループウェアや業務処
理用ソフトウェアを導入するメリットやデメ
リットを考え、汎用ソフトウェアとの比較を
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　課題の解決に向け、積極的に考える取り組
みができる。

○ ○


